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図8 現状のMが続いた場合の将来予測

推定された再生産関係と現状のM（昨年度評価における
2019～2021年の平均値、0.679）を用いて、現状の
漁獲圧（2020～2022年漁期の平均値）で漁業を行っ
た場合（青線）と漁獲を0とした場合（赤線）の将来予
測を行った。その結果、漁獲を0とした場合でも資源を
持続的に維持することは困難であることが示された。
このことから、本系群ではMSY水準に基づく管理基準
値および漁獲管理規則の提案は困難である。

図中の太実線は平均値、網掛けはシミュレーション結
果の80%が含まれる予測区間である（5千回のシミュ
レーションを試行）。

将来の親魚量（トン）
本系群の管理基準値等の検討について

本系群では、管理基準値が提案されていないもの
の、2021年漁期以降の漁獲シナリオは「ずわいが
に太平洋北部系群をとることを目的とする操業を
避ける」とされている。今後、「現状の漁獲圧
（Fcurrent）のもとで資源が回復し得る親魚量を
維持する基準」までMが低下した場合に、管理基
準値および漁獲管理規則を提案する。
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